
１ 学校名 笠間市立箱田小学校 

 
２ 研究テーマ 

   地域で支える学校づくり ー地域人材活用に向けての組織作りと活用のあり方ー 
 
３ 研究実践の主な分野 

学力向上 心の教育 環境整備 安全指導 その他（具体的に） 
 ◎  ○  ○ ○  ベルマーク集計  

◎ 特に重点とする項目 ○取り扱う項目 △場合によっては取り扱う項目 
 
４ 活用内容について 

活用場面 活用人材 支援内容 
算 数 
国 語 
社 会 
総合的な学習の時間 
 
 
 
 
図画工作 
体 育 
クラブ活動 
人権教育 
 
 
安全教育 
 

学習支援ボランティア 
読み聞かせボランティア 
地域お年寄，学支ボラ 
東京電力，キリンビール，

ひぬまネットワーク，ホタ

ルの里，笠間市環境課、環

境コーディネーター、写真

家，ジャスコ 
笠間市窯業組合 
学習支援ボランティア 
学習支援ボランティア 
社会福祉協議会、障害をも

つボランティア，グリーン

ハウス 
地元駐在署員 

授業支援，パワーアップタイム指導 
読み聞かせ（週 1回），読書集会 
昔のくらしや道具の説明・実演 
 
環境学習支援 
 
 
 
土面作り，メモリアルプレート製作 
体力テスト 
手芸（編物、小物作り） 
車椅子体験，手話指導，シニア体験 
 
 
交通安全教室，不審者に対する対応 
 

 
５ 行政機関の活用について 

（１） 協力行政機関 
笠間市環境課，茨城県公害対策防止協会 
 

（２） 活用内容 
環境学習（5年） 

 
 
 
 



６ 実践研究内容例 

（１） コーディネーターの役割りと活動の在り方 
コーディネーター① 地域住民 〔主に学校ボランティア会員と学校との連絡調整〕 
コーディネーター② 教頭   〔主に外部団体との連絡調整〕 
コーディネーター③ 教務主任 〔主に校内における連絡調整〕 

   別紙１ 組織図 
 
（２） 人材バンク構築の在り方 

別紙２，活用図 
 
（３） 学校ボランティア募集の在り方 

別紙３「レッツ・ゴーボランティア」，別紙４「ボランティアパンフレット」， 
別紙５学校ボランティアＰＲ活動，別紙６ 学校だより「ひめはる」 
 

（４） 活用の在り方 ＜学力向上において＞ 
(ア) 算数科の場合 
〔解答確認型〕答えの確認が正確。対象学年 1～3年生 
       グループ学習や単元末の習熟度を図る学習 

(イ) 社会科，総合的な学習の場合 
〔体験学習型〕全学年対象， 課題別で学習を進め，個への対応が必要となる学習 
〔学習参加型〕全学年対象，活動を共に行い，児童の気づきに共感し学習意欲を向上さ

せる。 
(ウ) 国語科の場合 
〔誤答訂正型〕全学年対象，漢字の読み・書きの誤答の訂正，書き順の確認 
〔聞き取り型〕1～３学年対象，音読テストの聞き取り 
〔聞く話す応答型〕全学年対象，児童の「話すこと，聞くこと」の学習の相手役 
別紙７「パワーアップタイム実施計画」 
別紙８「今後のパワーアップタイムについて」 

（５） その効果と留意点 
効果  
・習熟度別学習で，基礎・基本の定着を図り，学びの質も高める授業が実現できる。 
・体験的な活動での個への対応・単元末の再評価・再指導が可能になる。 
・その場で，認めてもらったという感情が学習によい影響を与える。 
留意点  
・ 授業者の意図を理解して貰うため，授業についての打合せを行う。 
・ どんな学習内容で，どの場面でどんな支援をするのか，明確にする。 
・ 支援の仕方で判断に迷った場合は，指導者に聞く。 
・ 個人の学習状況を他に漏らさない。 
・ 評価の関係上，担当する学年には，基本的に子どものいない学年を支援する。 




